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戦後
80周

年 平和祈念事業

式
典
当
日
、
公
園
内
の
駐
車
場
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
来
場

の
際
に
は
、県
庁
発
の
無
料
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
又
は
公
共
交
通
機
関
の

ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し

く
は
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問い合わせ 　保護・援護課　電話：098-866-2428　FAX：098-866-2758

沖
縄
全
戦
没
者
追
悼
式

「
慰
霊
の
日
」
は
、
戦
争
に
よ
る
惨
禍

が
再
び
起
こ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
人
類

普
遍
の
願
い
で
あ
る
恒
久
の
平
和
を
希
求

す
る
と
と
も
に
、
戦
没
者
の
み
霊た

ま

を
慰
め

る
日
と
し
て
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
慰
霊
の
日
」に
は
、
沖
縄
戦
で
犠
牲
と

な
っ
た
戦
没
者
の
み
霊
を
慰
め
る
と
と
も

に
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
願
う
沖
縄
の
心

を
発
信
し
、
沖
縄
戦
の
歴
史
的
教
訓
を
伝

え
、
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
に
平
和
の
尊

さ
を
継
承
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
沖

縄
全
戦
没
者
追
悼
式
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

戦
後
80
年
の
節
目
と
な
る
今
回
の
追
悼

式
で
は
、
玉
城
知
事
に
よ
る
平
和
宣
言
や
、

県
内
児
童
生
徒
に
よ
る
平
和
の
詩
朗
読
を

行
う
ほ
か
、
内
閣
総
理
大
臣
や
衆
参
両
院

議
長
、
最
高
裁
判
所
長
官
に
加
え
、
国
連

事
務
次
長
や
沖
縄
戦
犠
牲
者
の
関
連
国
・

地
域
に
ゆ
か
り
の
あ
る
若
者
な
ど
を
招
待

し
、
平
和
へ
の
強
い
思
い
を
県
内
外
へ
発

信
し
ま
す
。

追
悼
式
は
ど
な
た
で
も
参
加
い
た
だ
け

ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
や
ご
家
庭
な

ど
に
お
い
て
も
当
日
の
正
午
か
ら
１
分
間

の
黙
と
う
を
捧
げ
、
戦
没
者
の
追
悼
と
恒

久
平
和
の
祈
念
を
お
願
い
し
ま
す
。

沖
縄
全
戦
没
者
追
悼
式
前
夜
祭

日
時
：
６
月
22
日
（
日
）
19
時
〜
20
時
半

場
所
：
沖
縄
平
和
祈
念
堂

戦
没
者
の
み
霊
を
慰
め
る
と
と
も
に
世
界
の
恒
久
平
和

を
願
い
、
鎮
魂
の
火
の
献
火
と
平
和
の
鐘
の
献
鐘
、
琉
球

古
典
音
楽
の
献
奏
お
よ
び
琉
球
舞
踊
を
奉
納
し
ま
す
。

平
和
祈
願
慰
霊
大
行
進

日
時
：
６
月
23
日
（
月
）
※
時
間
は
調
整
中

行
程
：
ひ
め
ゆ
り
の
塔
前
か
ら
平
和
祈
念
公
園
ま
で

平
和
の
尊
さ
を
語
り
継
い
で
い
く
た
め
、
南
部
の
激
戦

地
を
慰
霊
し
平
和
行
進
を
行
い
ま
す
。

平
和
の
光
の
柱

日
時
：
６
月
22
日
（
日
）・
23
日
（
月
）
20
時
〜
22
時

場
所
：
平
和
祈
念
公
園

サ
ー
チ
ラ
イ
ト
を
沖
縄
戦
終
焉
の
地
摩
文
仁
の
上
空
に

照
射
し
、
沖
縄
戦
の
戦
没
者
を
慰
霊
し
、
沖
縄
の
平
和
の

思
い
を
発
信
し
ま
す
。

慰
霊
の
日
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
イ
ブ

日
時
：
６
月
23
日
（
月
）

場
所
：
平
和
の
礎

県
内
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
キ
ー
ボ
ー
ド
、
ギ
タ
ー
な

ど
の
弾
き
語
り
ラ
イ
ブ
演
奏
を
行
い
ま
す
。

沖
縄
県
平
和
祈
念
資
料
館
の
無
料
公
開

日
時
：
６
月
23
日
（
月
）

沖
縄
戦
関
連
ビ
デ
オ
上
映
会
、
県
内
児
童
・
生
徒
の
平

和
に
関
す
る
図
画･

作
文･
詩
の
優
秀
作
品
の
展
示
会（
第
35

回
「
児
童
・
生
徒
の
平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
」）を
開
催
し
ま
す
。

沖
縄
平
和
祈
念
堂
の
無
料
公
開

日
時
：
６
月
23
日
（
月
）

「
沖
縄
平
和
祈
念
像
」
を
と
お
し
て
戦
没
者
の
鎮
魂
と
世

界
の
恒
久
平
和
を
祈
念
し
ま
す
。

戦後80年沖縄全戦没者追悼式戦後80年沖縄全戦没者追悼式
日時：６月23日（月）11時50分～13時10分　場所：平和祈念公園（糸満市摩文仁）

第２回

関連行事

県ホームページ

左： 令和６年追悼式
（玉城知事による平和宣言の様子）

右： 令和６年追悼式前夜祭
（公益財団法人沖縄協会提供）

！！

6月23日は
「慰霊の日」

です

2美 ら 島 沖 縄 2025.6
6月1日から
    7日までは

透き通る
　誇れる水に
　　　感謝する水道週間
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6月23日は
「慰霊の日」

です

「美ら島沖縄」電子Book版と
バックナンバーは、県ホーム
ページでご覧いただけます。

［美ら島沖縄の設置場所］ 美ら島沖縄 
県内コンビニ、モノレール各駅等で無料配布しています。
また、公共機関や銀行、病院など多くの方々が利用する施
設でもご覧いただけます。新規設置施設も受け付けていま
すので、関心のある方は広報課までご連絡ください。なお、
全世帯向けの戸別配布は致しかねます。ご了承ください。

公式LINE
@okinawa-
government

公式Ｘ
@okinawa_pref

Instagram
@churashima_
okinawa_offi cial

沖縄県庁広報課 美ら島沖縄

玉城知事は、地域の状況を把握し、
現場に根差した政策の推進に向け、
令和７年４月15日から16日にかけ
て、渡嘉敷村の行政視察を行いました。
知事は渡嘉敷村長らと地域の課題
についての意見交換を行ったほか、
村の要望事項に係る渡嘉敷港などの
視察、白玉之塔慰霊碑の参拝、渡嘉

敷小中学校と阿波連小学校では児
童・生徒との交流を行いました。

琉球ゴールデンキングスは玉城知
事を表敬訪問し、「第100回天皇杯
全日本バスケットボール選手権大会」
において、沖縄県勢初となる優勝を
果たしたことを報告しました。
知事は、選手やスタッフ、関係者、
ブースター（ファン）の「団結の力」
で沖縄県勢が初めて優勝した歴史的

快挙に敬意を表すとともに、キング
スがこれからも県民の希望の存在で
あり続けることに期待を示しました。
キングスのみなさん、お疲れさまで
した。感動をありがとうございました。
来シーズンもGO ! GO ! KINGS !!

県は、「新規採用職員辞令交付式」
を開催し、今年度新たに154名が県
職員としてのキャリアをスタートし
ました。
玉城知事は、「今年は戦後80周年
の節目の年。戦後80周年平和祈念事
業を実施し、平和で豊かな沖縄を描
いていけるよう全庁体制で取り組む」

と述べました。また、「沖縄を良く
したいと考えるあなたの思いが沖縄
の未来を変える原動力になる。初心
を忘れることなく、ともに県勢の発
展に邁進できることを祈念する」と
挨拶し、新規採用職員を激励しました。

池田副知事は、４月７日、「国スポ・
全スポ準備室」の看板設置式を執り
行いました。この準備室は、令和16
年に開催される「第88回国民スポー
ツ大会・第33回全国障害者スポーツ
大会」に向けた準備業務を行う組織
として、今年度新たに設置されました。
準備室では、昨年11月に設立され

た沖縄県準備
委員会の運営
や会場地選定
などの業務を担っていくこととして
おり、副知事は「多くの県民にスポー
ツの機会が広まる、愛される大会と
なるよう取り組んでほしい」と職員
を激励しました。

知事行政視察（渡嘉敷村）

琉球ゴールデンキングスが
玉城知事を表敬

令和７年度
新規採用職員辞令交付式

『国スポ・全スポ準備室』
看板設置式

4月

1

4月

7

4月

10

4月

15・16

沖縄県の主な出来事県 政 フ ラ ッ シ ュ 62025
vol.5972025.04

看板を設置する池田
副知事と諸見里文化
観光スポーツ部長

表敬訪問メンバーと天皇杯を中心にして記念撮影

02  戦後80周年平和祈念事業
戦後80年沖縄全戦没者追悼式

03 県政フラッシュ
04  特集：土地の不発弾探査はお済みですか？
06  戦後80年 記憶と未来のタイムマシン
［第２回　平和編］

08  取り戻そう！ 健康長寿おきなわ
「歯っぴ～センター」ってなあに？

 読者の声
09  県の動き１

ハンセン病問題を知っていますか？

  県の動き２
「沖縄県プラスチック問題の取組に関する指針 
～プラごみを減らして守れ！うちなー美ら海～」
を策定しました！

10  Fun Fan Local ［vol.2 西原町］
 アンケート＆プレゼント
11  県の動き３
「13th沖縄大交易会2025」への参加者募集！

12 情報ひろば
14  県の動き４

未成年の違法薬物乱用者が増加！

 広報課からのお知らせ

晴れわたる青空を背景に
広がるサトウキビ畑。沖
縄らしい安らかなこの風
景を前に、戦争の記憶を
胸にとどめ、平和への祈
りを捧げます。

「穏やかな日々をずっと」
今月の表紙

人口・世帯の動き（2025年４月１日現在）

65万3,128世帯
※前月比771世帯減少

146万1,140人
※前月比6,133人減少

総人口 世帯数

3 美 ら 島 沖 縄 2025.6
6月1日から
    7日までは

透き通る
　誇れる水に
　　　感謝する水道週間



特 集

住
宅
の
建
築
や
農
地
な
ど
の
土
地
活
用
を
お
考
え
の
皆
様
へ

土
地
の
不
発
弾
探
査
は
お
済
み
で
す
か
？

不
発
弾
と
は

不
発
弾
と
は
、
戦
争
中
に
艦
船
か
ら
発

射
さ
れ
た
艦
砲
弾
や
航
空
機
か
ら
投
下
さ

れ
た
爆
弾
な
ど
が
、
何
ら
か
の
理
由
で
発

火
せ
ず
に
不
発
と
な
っ
た
弾
薬
類
の
こ
と

で
す
。

沖
縄
戦
で
は
、
多
く
の
弾
薬
が
使
用
さ

れ
、
今
な
お
県
内
に
は
約
１
８
０
０
ト
ン

の
不
発
弾
が
埋
没
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
不
発
弾
は
、
何
ら
か
の
衝
撃
で

爆
発
す
る
危
険
性
が
あ
り
、
長
い
年
月
が

経
っ
た
今
日
で
も
そ
の
破
壊
力
や
殺
傷
力

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

過
去
の
爆
発
事
故

昭
和
49
年
に
那
覇
市
で
、
下
水
道
工
事

中
に
地
中
に
埋
ま
っ
て
い
る
不
発
弾
に
杭

が
接
触
し
て
爆
発
し
、
こ
の
事
故
で
４
人

が
亡
く
な
り
、
34
人
が
負
傷
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
21
年
に
糸
満
市
で
水
道
管
工

事
中
に
不
発
弾
が
爆
発
し
、
重
機
運
転
手

が
顔
面
に
重
傷
を
負
い
ま
し
た
。

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の

磁
気
探
査
調
査

不
発
弾
が
埋
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
事
前

に
わ
か
り
、
安
全
処
理
を
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
事
故
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

不
発
弾
は
ほ
と
ん
ど
が
鉄
類
で
で
き
て
い

る
た
め
、
磁
気
の
異
常
を
検
知
す
る
磁
気

探
査
調
査
が
有
効
で
す
。
そ
の
方
法
と
し

て
、
掘
削
作
業
を
伴
う
箇
所
で
は
主
に
水

平
磁
気
探
査
が
行
わ
れ
、
建
物
の
基
礎
杭

を
打
ち
込
む
箇
所
な
ど
は
主
に
ボ
ー
リ
ン

グ
に
よ
る
磁
気
探
査
（
鉛
直
磁
気
探
査
）

が
行
わ
れ
ま
す
。
調
査
に
よ
っ
て
埋
没
位

置
を
把
握
で
き
れ
ば
、
不
発
弾
に
衝
撃
を

与
え
ず
、
陸
上
自
衛
隊
に
よ
る
回
収
作
業

や
安
全
化
処
理
を
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

県
で
は
、
個
人
と
民
間
企
業
に
向
け
、

二
つ
の
不
発
弾
磁
気
探
査
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

■
住
宅
等
開
発
磁
気
探
査
支
援
事
業

住
宅
等
開
発
磁
気
探
査
支
援
事
業
は
、

住
宅
の
新
築
・
建
て
替
え
や
工
場
の
建
築

な
ど
の
工
事
を
予
定
し
て
い
る
、
個
人
や

事
業
者
な
ど
の
建
築
主
を
対
象
に
、
不
発

弾
の
探
査
費
用
を
補
助
す
る
事
業
で
す
。

糸満市内の水道工事中に不発弾が爆発した後の様子
（平成21年１月）

鉛直磁気探査の様子

水平磁気探査の様子
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■
広
域
探
査
発
掘
加
速
化
事
業

広
域
探
査
発
掘
加
速
化
事
業
は
、
畑
な

ど
、
主
に
工
事
を
行
わ
な
い
土
地（
１
０
０

㎡
以
上
）
に
対
し
て
、
土
地
所
有
者
や
借

地
人
か
ら
の
要
望
に
基
づ
き
、
県
が
不
発

弾
の
探
査
を
行
う
事
業
で
す
。
要
望
者
が

土
地
所
有
者
で
な
い
場
合
は
、
土
地
所
有

者
の
同
意
が
必
要
で
す
。
申
請
に
必
要
な

書
類
や
注
意
事
項
な
ど
、
詳
細
は
沖
縄
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ご
確
認
い
た
だ

け
ま
す
。

ぜ
ひ
不
発
弾
磁
気
探
査
事
業
の

活
用
を

不
発
弾
磁
気
探
査
事
業
は
、
原
則
、
磁

気
探
査
に
か
か
る
申
請
者
の
費
用
負
担
は

あ
り
ま
せ
ん
。
工
事
関
係
者
や
周
辺
住
民

の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、
不
発
弾
の

磁
気
探
査
事
業
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問い合わせ 　沖縄県知事公室 危機管理課（分室）　電話：098-866-2153

磁気探査支援事業で
発見された不発弾

沖縄県
ホームページ

広域事業で発見

住宅事業で発見 住宅事業で発見

特 集

住
宅
の
建
築
や
農
地
な
ど
の
土
地
活
用
を
お
考
え
の
皆
様
へ

土
地
の
不
発
弾
探
査
は
お
済
み
で
す
か
？

不
発
弾
と
は

不
発
弾
と
は
、
戦
争
中
に
艦
船
か
ら
発

射
さ
れ
た
艦
砲
弾
や
航
空
機
か
ら
投
下
さ

れ
た
爆
弾
な
ど
が
、
何
ら
か
の
理
由
で
発

火
せ
ず
に
不
発
と
な
っ
た
弾
薬
類
の
こ
と

で
す
。

沖
縄
戦
で
は
、
多
く
の
弾
薬
が
使
用
さ

れ
、
今
な
お
県
内
に
は
約
１
８
０
０
ト
ン

の
不
発
弾
が
埋
没
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
不
発
弾
は
、
何
ら
か
の
衝
撃
で

爆
発
す
る
危
険
性
が
あ
り
、
長
い
年
月
が

経
っ
た
今
日
で
も
そ
の
破
壊
力
や
殺
傷
力

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

過
去
の
爆
発
事
故

昭
和
49
年
に
那
覇
市
で
、
下
水
道
工
事

中
に
地
中
に
埋
ま
っ
て
い
る
不
発
弾
に
杭

が
接
触
し
て
爆
発
し
、
こ
の
事
故
で
４
人

が
亡
く
な
り
、
34
人
が
負
傷
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
21
年
に
糸
満
市
で
水
道
管
工

事
中
に
不
発
弾
が
爆
発
し
、
重
機
運
転
手

が
顔
面
に
重
傷
を
負
い
ま
し
た
。

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の

磁
気
探
査
調
査

不
発
弾
が
埋
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
事
前

に
わ
か
り
、
安
全
処
理
を
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
事
故
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

不
発
弾
は
ほ
と
ん
ど
が
鉄
類
で
で
き
て
い

る
た
め
、
磁
気
の
異
常
を
検
知
す
る
磁
気

探
査
調
査
が
有
効
で
す
。
そ
の
方
法
と
し

て
、
掘
削
作
業
を
伴
う
箇
所
で
は
主
に
水

平
磁
気
探
査
が
行
わ
れ
、
建
物
の
基
礎
杭

を
打
ち
込
む
箇
所
な
ど
は
主
に
ボ
ー
リ
ン

グ
に
よ
る
磁
気
探
査
（
鉛
直
磁
気
探
査
）

が
行
わ
れ
ま
す
。
調
査
に
よ
っ
て
埋
没
位

置
を
把
握
で
き
れ
ば
、
不
発
弾
に
衝
撃
を

与
え
ず
、
陸
上
自
衛
隊
に
よ
る
回
収
作
業

や
安
全
化
処
理
を
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

県
で
は
、
個
人
と
民
間
企
業
に
向
け
、

二
つ
の
不
発
弾
磁
気
探
査
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

■
住
宅
等
開
発
磁
気
探
査
支
援
事
業

住
宅
等
開
発
磁
気
探
査
支
援
事
業
は
、

住
宅
の
新
築
・
建
て
替
え
や
工
場
の
建
築

な
ど
の
工
事
を
予
定
し
て
い
る
、
個
人
や

事
業
者
な
ど
の
建
築
主
を
対
象
に
、
不
発

弾
の
探
査
費
用
を
補
助
す
る
事
業
で
す
。

糸満市内の水道工事中に不発弾が爆発した後の様子
（平成21年１月）

鉛直磁気探査の様子

水平磁気探査の様子
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記憶と未来の戦後80年

こ
ん
な
い
い
景
色
を

見
ら
れ
て
︑

僕
達
は
幸
せ
ニ
ャ
！

そ
れ
も
︑平
和
を
目
指
し

取
り
組
ん
で
き
た
先
人
の

お
か
げ
だ
に
ゃ
！サ

ト
ウ
キ
ビ
に

タ
イ
ム
マ
シ
ン 

を

付
け
て
・・・

そ
れ
じ
ゃ
あ
︑

こ
れ
は
１
９
４
５
年
の

沖
縄
の
様
子

1
9
7
5
年
に
は
︑

後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め

沖
縄
県
平
和
祈
念
資
料
館
も

建
て
ら
れ
た
の
ニ
ャ

2
0
0
1
年
か
ら
は

沖
縄
平
和
賞
を
設
立
し
て

沖
縄
か
ら
世
界
へ
と
平
和
の
波
を

広
げ
て
い
く
の
ニ
ャ
！

1989（平成元）年頃の県平和祈念資料館（同資料館提供）
沖縄県公文書館所蔵
（廃墟と瓦礫の山/1945年）

も
う
す
ぐ
夏
！！

！？

気
持
ち
い
い

風
だ
ね
♪

尊
い
生
命
も
貴
重
な
文
化
遺
産
も

失
っ
て
し
ま
っ
た…

そ
れ
で
も
平
和
に
向
け
た
一
歩
を

踏
み
出
し
た
ん
ニ
ャ

ザワワ〜
　 ザワワ〜

平
和
学
習
で

習
っ
た
よ
！！

今
か
ら

タ
イ
ム
マ
シ
ン
で

見
に
行
こ
う
！

こ
れ
か
ら
は
僕
た
ち
が

つ
な
い
で
い
く
事
が
大
切
だ
ね
！

せ、せ
まいニャ・・・

せ、せ
まいニャ・・・

小学4年生。
平和主義者。
パイン好き。

イリオモテヤマネコ。
特殊な機器を取り
付けると、なんでも
タイムマシンに変え
られる。

タ
マ

ヘ
イ
ワ

第２回　平和編

★
沖
縄
ら
し
い
風
景
や
季
節
の
移
ろ
い
…
。
当
た
り
前
の
日
常
に
幸
せ
を
感
じ
ま
す
。
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戦
後
80
年
の
具
体
的
な

取
り
組
み
を
教
え
て

沖
縄
戦
終
結
か
ら
80
年
の
節
目
と
な
る

令
和
７
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
振

り
返
り
、
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
方
々
を
追

悼
す
る
と
と
も
に
、
未
来
に
向
け
て
、
う

ち
な
ー
ん
ち
ゅ
の
一
人
一
人
、
そ
し
て
沖

縄
を
訪
れ
る
全
て
の
人
々
を
含
め
て
平
和

で
豊
か
な
沖
縄
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な

る
事
業
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
沖
縄
県

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、「
戦
後
80
周
年
平

和
祈
念
特
設
ペ
ー
ジ
」
が
開
設
さ
れ
、
40

の
祈
念
事
業
計
画
が
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

祈
念
事
業
で
は
大
き
く
５
つ
の
テ
ー
マ

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
①
恒
久
平
和
に

向
け
、「
沖
縄
の
こ
こ
ろ
」
を
世
界
へ
発

信
し
、
国
際
平
和
創
造
拠
点
の
形
成
に
貢

献
す
る
事
業
②
次
代
を
担
う
若
者
を
は

じ
め
、
多
く
の
県
民
の
「
平
和
を
考
え
る

機
会
」
の
創
出
に
寄
与
す
る
事
業
③
戦

後
80
年
を
回
顧
す
る
と
と
も
に
新
た
な
飛

躍
を
展
望
す
る
事
業
④
全
戦
没
者
の
追

悼
に
向
け
た
事
業
⑤
沖
縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ

ン
の
基
本
理
念
〝
時
代
を
切
り
拓
き
、
世

界
と
交
流
し
、
と
も
に
支
え
合
う
平
和
で

豊
か
な
「
美
ら
島
」
お
き
な
わ
〞
に
沿
う

関
連
事
業
で
す
。

具
体
的
に
は
、
例
え
ば
展
示
内
容
の
更

新
を
進
め
る
沖
縄
県
平
和
祈
念
資
料
館
で

は
、
企
画
展
や
離
島
へ
の
移
動
展
を
予
定
。

メ
タ
バ
ー
ス
上
で
の
平
和
の
礎
の
構
築
や
、

ウ
ェ
ブ
上
で
の
平
和
の
礎
の
刻
名
者
の
検

索
シ
ス
テ
ム
開
発
・
公
開
も
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
県
外
や
海
外
と
連
携
し
た
平
和

関
連
発
信
事
業
で
は
、
国
際
平
和
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
に
向
け
た
調
査
の
実
施
や
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
誰
も

が
体
験
で
き
る
内
容
も
多
く
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
特
設
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

沖
縄
平
和
賞
と

ち
ゅ
ら
う
ち
な
ー
草
の
根

平
和
貢
献
賞
っ
て
？

沖
縄
の
視
点
か
ら
新
た
な
国
際
平
和

の
創
造
を
目
指
し
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

の
平
和
の
構
築
・
維
持
に
貢
献
し
た
個
人

や
団
体
を
顕
彰
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

２
０
０
１
年
に
創
設
さ
れ
た
「
沖
縄
平
和

賞
」。
授
賞
式
は
２
年
に
1
回
行
わ
れ
、

受
賞
者
に
は
賞
状
や
賞
牌
の
授
与
の
ほ

か
、
賞
金
１
０
０
０
万
円
が
贈
ら
れ
ま
す
。

ち
ゅ
ら
う
ち
な
ー
草
の
根
平
和
貢
献
賞

は
、
２
０
１
９
年
８
月
に
創
設
。
県
内
で

平
和
に
つ
な
が
る
身
近
な
社
会
貢
献
活
動

に
取
り
組
む
方
々
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

平
和
を
求
め
る
活
動
を
広
く
知
っ
て
も
ら

う
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

8080
年
前
、
沖
縄
で
過
酷
な
地
上

年
前
、
沖
縄
で
過
酷
な
地
上

戦
が
展
開
さ
れ
、
尊
い
生
命
と

戦
が
展
開
さ
れ
、
尊
い
生
命
と

多
く
の
貴
重
な
文
化
遺
産
が
失

多
く
の
貴
重
な
文
化
遺
産
が
失

わ
れ
ま
し
た
。
二
度
と
同
じ
こ

わ
れ
ま
し
た
。
二
度
と
同
じ
こ

と
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、

と
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、

沖
縄
は
平
和
な
日
々
を
求
め
、

沖
縄
は
平
和
な
日
々
を
求
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
て

き
ま
し
た
。
今
年
は
戦
後

き
ま
し
た
。
今
年
は
戦
後
8080

年
。
多
く
の
事
案
や
イ
ベ
ン
ト

年
。
多
く
の
事
案
や
イ
ベ
ン
ト

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

慰霊の日
沖縄県では6月23日を「慰霊の日」とし、戦争で亡くなったす
べての人のめい福と世界の平和を願い、各地で「慰霊祭」が
行われます。正午には黙祷を捧げる人々の姿も見られます。平
和を考える日にしたいですね。

今月のピックアップ

沖縄平和賞

ちゅらうちなー草の根平和貢献賞

月桃をモチーフに緑や
赤、オレンジの色に平
和への想いを込めた沖
縄県戦後80周年平和祈
念シンボルマーク。

沖
縄
県

戦
後
80
周
年
平
和
祈
念

特
設
ペ
ー
ジ

メ
タ
バ
ー
ス
み
た
い
に

ウ
ェ
ブ
上
で
体
験
で
き
る

も
の
も
あ
る
ん
だ
に
ゃ

子
ど
も
が
参
加
で
き
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

舞
台
も
あ
る
ん
だ
っ
て
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6月1日から
    7日までは

透き通る
　誇れる水に
　　　感謝する水道週間



１

２

ハンセン病とは
ハンセン病は病原性の弱い細菌による感染症です。

発病すると、手足などの末梢神経が麻痺するといった
症状が現れることがあります。しかし、現在の日本の
衛生状態などを考えると、感染して発病することはほ
とんどありません。たとえ発病しても、早期発見と適
切な治療によって、後遺症を残すことなく治るように
なっています。

今なお残る偏見・差別の苦しみ
かつて、ハンセン病患者は当時の「癩

らい

予防法」に基
づき、療養所に収容され、隔離されていました。国や
県は住民と一体となって患者を地域から排除する「無
らい県運動」を行い、その結果、患者や家族への偏見
や差別が強まりました。ハンセン病が治療できるよう
になり、隔離政策が終了した今でも、多くの元患者と
家族は、過去の偏見や差別による心の傷を抱え、過去
を隠して暮らしています。

一人ひとりの人権が守られる社会に向けて
偏見や差別をなくすためには、正しい知識を持つこ
と、自分のこととして相手の気持ちを想像してみるこ
とが大切です。ハンセン病問題を通して、私たちが暮
らす社会と人権について考えてみませんか。

ハンセン病元患者家族に対する補償金制度について
ハンセン病元患者ご家族が被った精神的苦痛に対す
る慰謝として、国から補償金が支給されます。お心当た
りのある方は下記の相談窓口にご連絡ください。
　請求期限は令和11年11月21日までです。

厚生労働省 補償金担当窓口　☎03-3595-2262
受付時間 10:00～16:00（月曜日から金曜日。土日祝日、年末年始を除く）

指針を策定しました！

県では、海洋プラスチックごみ問題を引き起こし、
地球温暖化の一因となるプラスチック問題について、
行政、県民、事業者などの主体が一体となって取組を
推進するため、「沖縄県プラスチック問題の取組に関
する指針」を令和７年３月に策
定しました。
同指針の普及を図り、県民の

ライフスタイルの見直しや意識
の醸成に取り組んでいきます。

わたしたちにできること

きれいな沖縄の海を守るため、プラスチック問題の
解決のために必要な取組が、３

スリー

R
アール

＋R
リ ニ ュ ー ア ブ ル

enewableです。
３つのRとRenewableに取り組んでいくことは、

県のプラスチック問題解決のためにとても大切です。
３R＋Renewableを意識して、プラスチックを賢

く使い、ごみとして出す量を減らしていきましょう！

今日からやってみよう！

❶ へらす
　 ●「もらうこと」をへらす
　 ●「使い捨てすること」をへらす

❷ えらぶ
リサイクルされたプラスチッ
クやプラスチック以外の商品な
ど、環境にやさしいものを選び
ましょう！

問い合わせ 　県地域保健課　電話：098-866-2215　FAX：098-866-2241

ハンセン病問題を知っていますか？

「沖縄県プラスチック問題の取組に関する指針
～プラごみを減らして守れ！うちなー美ら海～」を策定しました！

問い合わせ 　環境整備課　電話：098-866-2231

沖縄県環境部
環境整備課
ホームページ

「ハンセン病に関する正しい知識を普及する月間」
パネル展・作品展

日時：令和７年６月11日（水）～23日（月）
場所：県立図書館

3R3R
スリーアール

RRenewableリニューアブル

●Reduce ：ごみの発生を減らすこと
●Reuse   ：繰り返し使うこと
●Recycle：再生利用すること

●Renewable ：再生可能な資源を使うこと

取
り
戻
そ
う
！

　

健
康
長
寿
お
き
な
わ

歯
と
口
の
健
康
は
、
生
涯
自
分

の
歯
で
食
べ
る
楽
し
み
を
味
わ
い
、

健
や
か
で
豊
か
な
人
生
を
送
る
た

め
に
と
て
も
大
切
で
す
。

し
か
し
、
沖
縄
県
は
全
国
と
比

べ
て
永
久
歯
の
む
し
歯
が
多
く
、

高
校
３
年
生
の
３
人
に
１
人
は
未

処
置
の
む
し
歯
が
あ
り
、
成
人
の

歯
周
炎
を
有
す
る
者
の
割
合
が
増

加
し
て
い
る
な
ど
、
県
民
の
歯
と

口
の
健
康
に
は
課
題
が
あ
り
ま
す
。

歯
と
口
の
健
康
は
、
糖
尿
病
や

低
出
生
体
重
児
出
産
な
ど
全
身
の

健
康
と
の
関
連
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
健
康
長
寿
お
き
な

わ
の
復
活
を
目
指
す
う
え
で
、
ま

す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

県
で
は
、
こ
う
し
た
背
景
を
踏

ま
え
、
歯
と
口
の
健
康
づ
く
り
に

よ
り
一
層
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
、

「
歯
っ
ぴ
〜
セ
ン
タ
ー
」
を
令
和

５
年
６
月
８
日
に
開
所
し
ま
し
た
。

歯
っ
ぴ
〜
セ
ン
タ
ー
で
は
、
歯

科
医
師
・
歯
科
衛
生
士
が
、
電
話
相

談
の
ほ
か
事
業
所
や
施
設
・
自
治

会
な
ど
を
対
象
に
、
各
年
代
に
合

わ
せ
た
無
料
の
出
前
講
座
を
行
っ

て
い
ま
す
。

● 

妊
娠
中
の
お
口
の

ケ
ア

● 

乳
幼
児
期
の
お
口

の
健
康
づ
く
り

● 

学
齢
期
の
お
口
の

健
康
づ
く
り

● 

働
き
世
代
向
け
歯
周
病
簡
易
検
査

が
で
き
る
口
腔
健
康
セ
ミ
ナ
ー

●
シ
ニ
ア
の
た
め
の
お
口
の
ケ
ア

● 

障
が
い
の
あ
る
方（
児
）の
た
め
の

お
口
の
ケ
ア

歯
と
口
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い

て
の
お
悩
み
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
お
気
軽
に
お
電
話
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。（
内
容
に
よ
っ
て
は
、

必
要
な
機
関
へ
の
橋
渡
し
を
し
ま

す
。）

「歯っぴ～センター」
ってなあに？

Vol. 2

問
い
合
わ
せ
　

健
康
長
寿
課　

電
話
：
０
９
８‒

８
６
６‒

２
２
０
９　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
９
８‒

８
６
６‒

２
２
８
９

歯っぴ～センター
〈沖縄県口腔保健支援センター〉
（沖縄県保健医療介護部健康長寿課内）

〒900-8570 沖縄県那覇市泉崎1-2-2
電話：098-894-5789
当センターでは検診や診察は
行っておりません。

高校３年生でむし歯のある者の割合（R4）

進行した歯周炎を有する者の割合（沖縄県）

出典：県民健康・栄養調査（生活習慣調査）

出典：学校保健統計調査（文部科学省）

歯っぴ～センター
（沖縄県口腔保健支援センター）は、
歯と口の健康づくりに関する

総合窓口だよ

読
者
の
声
〈
美
ら
島
沖
縄
４
月
号
〉

「
美
ら
島
沖
縄
」の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
い
た

だ
い
た
内
容
か
ら
一
部
抜
粋
し
て
掲
載
し
て

い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、10
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
美
ら
島
沖
縄
」の
バ
ッ

ク
ナ
ン
バ
ー
は
、
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

美ら島沖縄 

沖
縄
県
は
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
を
推
進
し
ま
す
！

● 「
み
ら
い
ゆ
ま
ー
る
認
証
」魚
を
残
す
い
い
取

り
組
み
で
す
。

●
沖
縄
の
カ
ラ
フ
ル
な
魚
を
知
る
勉
強
に
な
る
。

特
集
： 

知
っ
て
ほ
し
い
！
あ
な
た
と
お
酒
の

付
き
合
い
方

● 

飲
酒
す
る
人
が
多
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
が
、

死
亡
率
が
全
国
の
２
倍
以
上
あ
る
こ
と
に
驚

い
た
。

● 

お
酒
と
の
付
き
合
い
方
が
勉
強
に
な
っ
た
。

● 

ス
ト
ロ
ン
グ
系
の
ド
リ
ン
ク
は
盲
点
で
し
た
。

泡
盛
の
嗜
み
方
が
あ
れ
ば
良
か
っ
た
。

沖
縄
産
業
ク
ロ
ニ
ク
ル(

交
通
編)

● 

戦
前
に
沖
縄
に
鉄
道
が
あ
っ
た
の
に
は
驚
き

ま
し
た
。

● 

軽
便
鉄
道
を
写
真
を
含
め
詳
細
に
知
れ
た
。

バ
ス
等
そ
の
他
公
共
交
通
機
関
の
歴
史
や
変

遷
が
た
め
に
な
っ
た
。

て
く
て
く
わ
が
ま
ち
さ
ん
ぽ（
大
宜
味
村
）

●
森
と
海
の
景
色
が
素
敵
。

● 

こ
の
散
歩
道
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
歩
い

て
み
た
い
。

県
の
動
き
４
： 

ミ
バ
エ
類
の
防
除
に
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

● 

ミ
バ
エ
と
の
闘
い
の
話
も
長
年
の
ご
苦
労
が

し
の
ば
れ
ま
し
た
。

● 

今
年
は
ゴ
ー
ヤ
ー
が
植
え
ら
れ
な
く
て
悲
し

い
。
県
病
害
虫
防
除
技
術
セ
ン
タ
ー
の
み
な

さ
ん
、頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
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　誇れる水に
　　　感謝する水道週間




